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②
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り
の
課
題

１
―
鶴
見
臨
海
部
に
お
け
る
市
民
開
放
型
施

　
　
設
の
立
地
に
つ
い
て

２
―
京
浜
臨
海
部
の
再
編
整
備
と
連
動
し
た

　
　
副
都
心
機
能
の
整
備
に
つ
い
て

３
―
市
民
の
活
発
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ

　
　
い
て
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１

―

鶴
見
臨
海
部
に
お
け
る
市
民
開
放
型
施

設
の
立
地
に
つ
い
て

　
鶴
見
区
は
京
浜
工
業
地
帯
の
中
で
も
そ
の
中
核
と

し
て
、
昭
和
期
の
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
て

き
た
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
も
の
づ
く
り

の
主
流
で
あ
っ
た
鉄
鋼
業
、
機
械
工
業
、
化
学
工
業

な
ど
重
厚
長
大
と
い
わ
れ
る
産
業
の
影
響
が
、
今
も

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
内
外
に
強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
立
ち
並
ぶ
工
場
の
煙
突
か
ら
昇
る
煙
、
そ
う

し
た
ま
ち
の
風
景
か
ら
地
域
の
住
民
を
は
じ
め
「
鶴

見
」
と
は
「
工
場
の
ま
ち
」
「
灰
色
の
ま
ち
」
と
い

う
観
念
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
流
れ
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
近
年
、
工
業
等
制
限
法
な
ど
企
業
立
地
関
連
法
令

等
の
規
制
か
ら
、
新
し
い
工
場
等
の
立
地
が
制
限
さ

れ
、
ま
た
企
業
の
国
際
的
経
営
戦
略
に
よ
る
生
産
拠

点
の
海
外
流
出
な
ど
に
よ
り
、
産
業
の
空
洞
化
が
進

み
、
京
浜
臨
海
部
の
も
の
づ
く
り
は
衰
退
の
途
を
た

ど
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
方
、
京
浜
臨
海
部
に
残
っ
た
企
業
は
、
従
来
の

重
厚
長
大
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
よ
り
市
民

に
身
近
な
産
業
拠
点
と
し
て
存
在
す
べ
く
、
緑
化
等

の
環
境
整
備
や
企
業
施
設
の
市
民
開
放
を
進
め
、
現

在
に
至
っ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
市
民
に

開
か
れ
た
企
業
の
事
例
を
紹
介
し
、
産
業
界
か
ら
市

民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
お
き
た
い
。

①
―
東
京
電
力
横
浜
火
力
発
電
所
「
ト
ゥ
イ
ニ
ー
ヨ

コ
ハ
マ
」

　
鶴
見
区
大
黒
町
に
あ
る
東
京
電
力
横
浜
火
力
発
電

所
内
に
設
置
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
、
平
成

九
年
十
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
名
称
の
「
ト
ゥ
イ
ニ
ー
」
は
、
横
浜
火
力
発
電
所

の
新
し
い
発
電
施
設
で
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
二

本
の
煙
突
、
「
ト
ゥ
イ
ン
タ
ワ
ー
」
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
。
こ
の
「
ト
ゥ
イ
ン
タ
ワ
ー
」
は
、
従
来
の
発

電
所
の
煙
突
の
象
徴
で
あ
る
紅
白
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ

か
ら
脱
し
、
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
白
と
青
を
基

調
と
し
た
色
彩
が
施
さ
れ
て
お
り
、
遠
目
に
見
て
も

ス
マ
ー
ト
な
印
象
を
与
え
る
。

　
当
該
施
設
は
工
場
内
の
広
大
な
敷
地
を
有
効
に
活

用
し
、
シ
ア
タ
ー
部
分
と
屋
外
施
設
か
ら
成
っ
て
い

る
。

　
三
階
建
て
の
「
ト
ゥ
イ
ニ
ー
・
シ
ア
タ
ー
」
に
は
、

多
目
的
ホ
ー
ル
や
百
五
十
人
収
容
の
劇
場
型
ホ
ー
ル
、

「
フ
リ
ー
フ
ロ
ア
」
の
ほ
か
、
生
活
と
電
気
、
環
境

と
于
不
ル
ギ
ー
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
「
電

気
の
コ
ー
ナ
ー
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
屋
外
施
設
で
は
、
軟
式
野
球
場
一
面
と
フ
ィ
ー

一
　
特
集
・
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
・
Ⅱ
京
浜
臨
海
再
編
整
備
に
向
け
て
の
実
践
④
市
民
に
開
か
れ
た
京
浜
臨
海
部

①
鶴
見
区
に
お
け
る
臨
海
部
の
現
状
と
展
望
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ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
も
あ
る
「
な
か
よ
し
広
場
」
、

く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
な
る
「
い
こ
い
の
丘
」
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

②
―
塩
水
港
精
糖
「
横
浜
さ
と
う
の
ふ
る
さ
と
」

　
塩
水
港
と
い
う
名
前
は
、
明
治
時
代
に
創
業
の
地

で
あ
る
台
湾
の
地
名
か
ら
取
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
あ

る
。
一
時
戦
災
に
よ
り
中
断
し
た
も
の
の
、
戦
後
製

糖
事
業
を
復
活
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
近
年
は
製
糖
事
業
の
ほ
か
、
戦
前
か
ら
培
っ
た
発

酵
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
の
素
地
を
生
か
し
、
オ
リ
ゴ

糖
の
研
究
を
進
め
、
乳
果
オ
リ
ゴ
糖
を
主
成
分
と
す

る
新
甘
味
料
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

　
市
民
開
放
施
設
は
、
平
成
九
年
四
月
に
、
鶴
見
区

大
黒
町
に
あ
る
工
場
敷
地
内
に
「
横
浜
さ
と
う
の
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
市
民
に
砂
糖
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
を
理
念
と
し
、
生
活
に
お
け
る
砂
糖
と
の

上
手
な
つ
き
合
い
方
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
施
設
は
砂
糖
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
「
シ
ュ
ガ
ー

ハ
ウ
ス
ー
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
、
砂
糖
の
歴
史
を
学

ぶ
「
ふ
る
さ
と
ロ
ー
ド
」
の
ほ
か
、
原
料
糖
を
見
学

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
立
地
条
件
を
生
か
し
横
浜
港

を
一
望
で
き
る
「
サ
ト
ウ
キ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
」
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
企
業
博
物
館
で
あ
る
が
、
案
内
体

制
も
親
切
で
、
企
業
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

③
―
東
京
ガ
ス
「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
」

　
鶴
見
区
末
広
町
の
中
央
部
、
理
化
学
研
究
所
の

「
ゲ
ノ
ム
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
予
定
地
の
南

に
、
船
の
形
を
し
た
建
築
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
環
境
于
不
ル
ギ
ー
館
」
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
者
で
あ
る
東
京
ガ
ス
が
、
「
環
境
」
に
深
く
関

わ
る
立
場
か
ら
、
市
民
へ
の
環
境
学
習
の
場
を
提
供

す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
施
設
は
、

子
供
た
ち
の
持
つ
「
セ
ン
ス
オ
ブ
ワ
ン
ダ
ー
（
不
思

議
に
思
う
心
）
」
を
大
切
に
し
た
体
験
型
学
習
を
大

き
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。

　
現
在
工
事
は
順
調
に
進
み
、
本
年
十
一
月
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
あ
る
。

　
六
階
建
て
の
建
物
の
う
ち
、
メ
イ
ン
と
な
る
の
が

四
階
の
展
示
フ
ロ
ア
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
地
球
の
自

然
の
営
み
を
大
画
面
で
上
映
す
る
「
シ
ア
タ
ー
」
、

大
気
や
水
を
は
じ
め
、
地
球
環
境
の
循
環
を
考
え
る

「
み
ん
な
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る
」
　
コ
ー
ナ
ー
、

ゴ
ミ
や
環
境
に
つ
い
て
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る

「
わ
く
わ
く
ヒ
ン
ト
タ
ウ
ン
」
、
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ
の

よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
上
演
す
る

「
地
球
大
好
き
放
送
局
」
な
ど
が
設
置
さ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
環
境
問
題
、
環
境
教
育
に
関
す
る
図
書

や
映
像
を
公
開
す
る
「
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
」
、
環

境
や
生
活
を
テ
ー
マ
に
し
た
自
然
遊
び
や
工
作
が
体

験
で
き
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
」
が
あ
り
、

屋
上
に
は
ビ
オ
ト
ー
プ
に
よ
る
自
然
体
験
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

④
―
東
芝
京
浜
事
業
所
「
海
芝
公
園
」

　
京
浜
臨
海
部
を
周
回
し
、
主
に
通
勤
・
通
学
の

人
々
を
運
ぶ
鶴
見
線
。
そ
の
海
芝
浦
駅
は
、
東
芝
京

浜
事
業
所
の
敷
地
に
接
し
、
社
員
以
外
は
ほ
と
ん
ど

利
用
し
な
い
駅
で
あ
っ
た
。
こ
の
駅
に
係
る
自
社
敷

地
を
一
部
開
放
し
、
で
き
た
の
が
「
海
芝
公
園
」
で

あ
る
。

　
鶴
見
線
の
改
札
か
ら
は
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

こ
の
公
園
の
南
側
正
面
に
は
「
鶴
見
つ
ば
さ
橋
」
が

位
置
し
、
眺
望
に
は
絶
好
の
場
所
で
あ
る
た
め
、
カ

メ
ラ
を
持
っ
た
観
光
客
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

⑤
―
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
「
キ
リ
ン
ー
ビ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
」

　
日
本
の
ビ
ー
ル
発
祥
の
地
は
横
浜
で
あ
る
。
明
治

時
代
に
ア
メ
リ
カ
人
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
が
、
中
区
の
山

手
に
ビ
ー
ル
工
場
を
造
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
こ
れ

を
継
承
し
た
の
が
現
在
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
で
あ
る
。

　
生
麦
工
場
は
、
広
い
敷
地
内
に
き
め
細
か
く
緑
化

が
な
さ
れ
、
遊
歩
道
と
し
て
散
策
す
る
に
も
魅
力
的

な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
来
館
者
に
人
気
な
の
が
、
「
ブ
ル
ワ
リ
ー
ツ
ア
ー
」

と
呼
ば
れ
る
工
場
内
の
見
学
コ
ー
ス
で
、
ビ
ー
ル
の

歴
史
か
ら
醸
造
工
程
、
出
荷
ま
で
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ツ
ア
ー
終
了
場
所
の
外
は
公
園
に
な
っ

て
お
り
、
来
館
者
の
憩
い
の
場
で
も
あ
る
。

　
工
場
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
、
四
季
折
々
の

ビ
ー
ル
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
魅
力
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
企
業
の
努
力
に
よ
り
、
大
黒
町
、
末
広
町

を
中
心
に
市
民
開
放
の
動
き
が
つ
な
が
り
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
同
地
域
に
お
い
て
は
、
行
政
に
よ
る
市
民
利

用
施
設
も
立
地
し
て
い
る
。

　
大
黒
ふ
頭
に
お
い
て
は
「
大
黒
海
づ
り
公
園
」
や

「
大
黒
ふ
頭
中
央
公
園
」
が
存
在
し
、
横
浜
港
の
顔

と
な
っ
た
「
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
」
、
さ
ら
に
橋
上
か
ら

の
眺
望
が
可
能
な
「
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」
が
あ
る
。

　
末
広
町
に
お
い
て
は
、
若
者
や
家
族
連
れ
の
人
気

も
高
い
、
高
齢
者
保
養
研
修
施
設
「
ふ
れ
Ｉ
ゆ
」
、

ま
た
環
境
事
業
局
鶴
見
工
場
に
隣
接
す
る
「
鶴
見
リ

環境エネルギー館（完成予想図）海芝公園ふれーゆ
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サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
が
立
地
す
る
。

　
今
後
は
こ
れ
ら
市
民
開
放
型
の
企
業
施
設
と
市
民

利
用
施
設
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
進
め
、
国
際
的
な
産
業

拠
点
と
な
る
末
広
町
を
中
核
に
、
大
黒
町
、
大
黒
ふ

頭
へ
と
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
も
の
づ
く
り
」

の
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
と
、
市
民
が
憩
い
、
気

軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
策
の
展
開
が

望
ま
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
「
産
業
と
市
民
の

ふ
れ
あ
い
、
相
互
理
解
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
臨
海
部
の
変
化
に
着
目
し
、

鶴
見
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
行
お
う
と
す
る
取
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
い
い
ま
ち
鶴
見
」
運
動
は
、
町
内
会
や
企
業
、

様
々
な
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
を
包
含
し
、
い

わ
ば
産
業
を
含
む
区
民
全
体
で
取
り
組
む
、
鶴
見
区

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
運
動
で
あ
る
。

　
現
在
、
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」
「
花
と
緑
」
「
魅
力

づ
く
り
」
「
広
報
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
「
魅
力
づ
く
り
」
の
活
動

の
中
で
、
鶴
見
の
臨
海
部
に
つ
い
て
、
広
く
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
臨
海
部
に
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
施
設
の
ほ

か
、
海
や
橋
と
い
っ
た
優
れ
た
景
観
が
一
つ
の
資
産

に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
景
観
と
企
業
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
、
区
民
自
ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
外
か
ら
見
て
分
か
り
や
す
い

「
鶴
見
」
、
市
民
に
と
っ
て
魅
力
的
な
「
鶴
見
」
が
演

出
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

２

京
浜
臨
海
部
の
再
編
整
備
と
連
動
し
た

副
都
心
機
能
の
整
備
に
つ
い
て

　
京
浜
臨
海
部
が
国
際
的
な
研
究
開
発
拠
点
、
新
産

業
創
出
の
拠
点
と
し
て
再
編
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
そ
の
玄
関
口
と
な
る
鶴
見
駅
周
辺
の
機

能
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
鶴
見
駅
は
現

在
も
通
勤
・
通
学
等
の
た
め
の
交
通
の
結
節
点
と
し

て
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
内
外
の
研
究
者
や
新
た
な
就
業
者
が
鶴
見
駅
を

利
用
し
て
い
く
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
今
の
鶴
見
駅

周
辺
に
は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
副
都
心
で
あ
る
鶴
見
が
、
今
後
と
も
市
内
の
産
業

の
拠
点
と
し
て
そ
の
役
割
を
担
う
た
め
に
は
、
何
よ

り
副
都
心
と
し
て
の
機
能
集
積
が
必
要
で
あ
る
。
例

え
ば
多
く
の
研
究
者
等
が
集
う
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機

能
や
、
宿
泊
機
能
の
整
備
、
交
通
機
能
の
増
強
な
ど

で
あ
る
。
ま
た
、
鶴
見
区
は
鉄
道
や
河
川
に
よ
り
区

域
が
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
線
路
の
北
側

丘
陵
部
地
域
と
南
側
の
産
業
地
域
で
は
生
活
の
あ
り

方
も
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
こ
れ
ら

の
エ
ッ
ジ
を
取
り
払
い
、
区
民
の
交
流
と
に
ぎ
わ
い

の
一
体
化
を
図
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
駅
周
辺
と
臨
海
部
の
中
間
に
あ
た
る
地
域

に
は
、
木
造
住
宅
な
ど
が
密
集
し
た
地
域
が
広
が
っ

て
い
る
。
特
に
研
究
開
発
・
産
学
交
流
拠
点
と
な
る

末
広
町
へ
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
鶴
見
線
小
野
駅
周
辺

は
、
既
成
市
街
地
の
整
備
と
と
も
に
、
隣
接
す
る
鶴

見
工
業
高
等
学
校
の
改
築
・
改
編
や
交
通
ア
ク
セ
ス

の
向
上
を
含
め
た
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
期
待

さ
れ
る
。市

民
の
活
発
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ

い
て

　
副
都
心
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
企
業
と
区
民
に
よ

る
熱
心
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
鶴
見
副
都
心
整
備
推
進
委
員
会
」
は
、
平
成
八
年

度
に
発
足
し
、
副
都
心
と
し
て
の
機
能
集
積
・
拡
充

の
必
要
性
を
、
「
鶴
見
駅
周
辺
整
備
へ
の
提
言
」
と

い
う
形
で
示
し
た
。
こ
の
提
言
は
あ
く
ま
で
も
区
民

の
夢
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
つ
の
方
向
性
を

提
起
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
現
在
は
、
推
進
委
員
会
の
下
部
組
織
「
区
民

活
動
部
会
」
に
よ
り
、
区
民
自
ら
の
手
に
よ
る
駅
周

辺
の
魅
力
づ
く
り
と
一
般
区
民
へ
の
意
識
の
高
揚
を

目
標
に
、
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
鶴
見
臨
海
部
の
状
況
と
、
そ
の
変
化
に
対

応
し
た
副
都
心
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

区
内
に
は
な
お
多
数
の
企
業
が
立
地
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
企
業
が
市
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
時
代
の
要

請
と
し
て
真
剣
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
と
と
も

に
、
副
都
心
か
ら
臨
海
部
へ
と
都
市
の
魅
力
が
広
が

り
、
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
強
く
願
う
次
第
で
あ

る
。

　
　
　
　
〈
鶴
見
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長
▽

-

特
集
・
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
・
Ⅱ
京
浜
臨
海
再
編
整
備
に
向
け
て
の
実
践
④
市
民
に
開
か
れ
た
京
浜
臨
海
部
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